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【担当省庁】文化庁

奈良県における取組奈良県における取組奈良県における取組奈良県における取組

奈良県立民俗博物館奈良県立民俗博物館奈良県立民俗博物館奈良県立民俗博物館（昭和（昭和（昭和（昭和49年年年年11月設立）月設立）月設立）月設立）の収蔵状況の収蔵状況の収蔵状況の収蔵状況

本館収蔵庫

【参考】全国の博物館の状況

◆本館収蔵庫に収まりきらない資料は、プレハブや旧高校校舎などを活用して保管。

本館内外の保管場所の老朽化に伴う資料保存環境の劣悪化。（参照）博物館収蔵資料の保管と活用に向けた調査研究（調査期間：R5年2月～3月）（研究代表者：法政大学金山教授）
収蔵資料の処分（廃棄、移管、売却等）の有無収蔵庫の使用率

「収蔵環境が限界に近づいたため主に民具系

の資料が大量に廃棄されたことがある」

「民俗資料のうち大量に重複している資料

破損した資料について廃棄したことがある」

「博物館の収蔵スペース不足」という全国が先送りにしてきた共通の課題に、「博物館の収蔵スペース不足」という全国が先送りにしてきた共通の課題に、「博物館の収蔵スペース不足」という全国が先送りにしてきた共通の課題に、「博物館の収蔵スペース不足」という全国が先送りにしてきた共通の課題に、

奈良県が全国に先駆けて果敢に取り組み、奈良県が全国に先駆けて果敢に取り組み、奈良県が全国に先駆けて果敢に取り組み、奈良県が全国に先駆けて果敢に取り組み、

「民俗資料の収集・保存」の奈良モデル「民俗資料の収集・保存」の奈良モデル「民俗資料の収集・保存」の奈良モデル「民俗資料の収集・保存」の奈良モデルを実行する。を実行する。を実行する。を実行する。

「民俗資料の収集・保存」の奈良モデルの内容
１．民俗資料のDX推進
２．専門家の協力を得て収集・保存ルールを策定
３．大学・博物館等やボランティアの協力を得て資料整理を促進
４．多様な主体による資料保存・活用

記述回答要約（抜粋）

国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること国にお願いすること

【県担当部局】 地域創造部 文化財課

１ 民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保

様々な調査・整理の取り組みについて採択いただけるよう、予算を

確保ただきたい。

２ 収蔵課題解消のための整備の支援

民俗文化財の調査に対する国庫補助制度の拡充

（民俗文化財の調査場所確保のための施設増改築等に必要な工事

請負費を補助対象に追加）

提案

１．民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保１．民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保１．民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保１．民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保

◆民俗資料の調査・整理を図り、資料情報を正確に把握することにより、

有形民俗文化財の指定を目指すとともに、デジタルアーカイブ化を促進。

課題

大量の資料の調査、研究、及びデジタルアーカイブ化の促進には学芸

員以外にも補助員などが必要であり、相当の人件費等が発生

課題

国指定重要文化財に限らず収蔵する資料を適切に保管し、展示・活用

する必要がある。

民俗文化財を効率的に調査・整理する場所が確保出来きていない。

２．収蔵庫改修等による調査場所の確保及び収蔵能力向上２．収蔵庫改修等による調査場所の確保及び収蔵能力向上２．収蔵庫改修等による調査場所の確保及び収蔵能力向上２．収蔵庫改修等による調査場所の確保及び収蔵能力向上

◆収蔵展示など新たな収蔵方法を導入し、収蔵容量を増大

◆常時の民俗資料の調査・整理場所を確保


